
平
成
二
十
六
年
度
松
江
い
な
さ
会
総
会
記
念
講
演 

 
昨
今
は
鉄
道
趣
味
の
人
を
「
鉄
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ぶ

そ
う
で
す
。
車
両
鉄
、
乗
り
鉄
、
撮
り
鉄
、
音
鉄
、

収
集
鉄
、
時
刻
表
鉄
、
降
り
鉄
、
駅
弁
鉄
・
・
・ 

そ
の
い
ず
れ
に
も
当
て
は
ま
り
そ
う
な
板
木
さ
ん
。

鉄
ち
ゃ
ん
が
高
じ
て
、
つ
い
に
は
本
物
の
一
畑
電
車

ま
で
も
ら
っ
て
き
た
と
い
う
熱
の
い
れ
よ
う
。
壮
大

な
鉄
道
ロ
マ
ン
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

田
舎
園
長
の
鉄
道
ロ
マ
ン 

 

さ
と
が
た
保
育
園
園
長 

板
木
正
久
（
高
校
二
十
三
期
） 

 

蒸
気
機
関
と
は
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
時
に
誕
生

し
た
一
番
原
始
的
な
エ
ン
ジ
ン
で
す
。
石
炭
を
燃
や

し
て
も
七
％
ぐ
ら
い
し
か
動
力
と
し
て
使
え
な
い
、

二
百
㎞
走
る
と
力
が
出
な
く
な
る
、
乗
務
員
は
二
人

必
要
と
、
実
に
ロ
ス
の
多
い
も
の
で
す
の
に
、
そ
れ

が
昭
和
五
十
年
十
二
月
十
四
日
ま
で
日
本
国
内
で
活

躍
し
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、

誠
に
不
思
議
な
こ
と
で
し
た
。 

 

昔
は
ロ
ン
グ
ラ
ン
各
駅
停
車
の
列
車
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
益
田
始
発
五
時
十
八
分
、
出
雲
を
九

時
十
八
分
に
発
車
し
て
、
西
舞
鶴
着
二
十
時
五
十
五

分
の
列
車
（
下
の
写
真
）
は
そ
の
代
表
格
で
し
ょ
う
。

こ
の
列
車
が
た
と
え
遅
れ
て
も
、
到
着
を
待
っ
て
、

小
樽
行
き
の
フ
ェ
リ
ー
が
出
て
い
ま
し
た
。
一
本
の

列
車
で
山
陰
か
ら
乗
り
継
げ
ば
北
海
道
ま
で
行
け
る

な
ん
て
！
！
ロ
マ
ン
で
す
ね
ぇ
。 

 

 

下
関
発
五
時
十
八
分
京
都
夜
行
は
、
各
駅
停
車

の
普
通
列
車
で
す
が
、
前
か
ら
四
両
目
に
は
Ｂ
寝

台
車
が
連
結
さ
れ
た
珍
し
い
列
車
で
、
全
国
に
三

つ
し
か
な
い
貴
重
な
列
車
で
し
た
。
京
都
着
は
翌

朝
五
時
二
十
四
分
。
後
に
「
山
陰
号
」
と
な
り
ま

し
た
が
、
私
が
乗
車
し
た
昭
和
四
十
七
年
当
時
は

ま
だ
愛
称
名
が
な
く
、
切
符
に
は
「
８
２
６
レ
」

と
列
車
番
号
の
み
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
買
っ

た
切
符
は
自
分
の
物
、
駅
員
に
は
返
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
と
な
っ
て
は
お
金
に
は
代
え
難
い
財
産

に
な
り
ま
し
た
。 

 

汽
車
に
は
時
刻
表
が
つ
き
も
の
で
す
が
、
時
刻
表

マ
ニ
ア
垂
涎
の
時
刻
表
は
、「
ヨ
ン
サ
ン
ト
オ
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
。
当
時
の
国
鉄
が
、
昭
和
四
十
三
（
一

九
六
八
）
年
十
月
一
日
に
実
施
し
た
東
海
道
新
幹
線

開
業
以
来
の
ダ
イ
ヤ
大
改
正
で
、
東
北
本
線
の
全
線

電
化
や
、
準
急
は
急
行
列
車
に
統
合
さ
れ
て
無
く
な

り
急
行
列
車
が
増
発
さ
れ
る
な
ど
の
大
改
正
で
し
た
。 



時
刻
表
マ
ニ
ア
は
、
列
車
ダ
イ
ヤ
が
欲
し
く
な
り

ま
す
。
今
乗
っ
て
い
る
列
車
は
他
の
列
車
と
ど
こ
で

す
れ
違
う
の
か
、
ど
こ
の
駅
で
何
分
停
車
す
る
の
か

な
ど
が
わ
か
る
も
の
で
す
。
上
り
が
上
、
下
り
が
下

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

前
ペ
ー
ジ
は
一
畑
電
車
の
列
車
ダ
イ
ヤ
で
す
が
、

出
雲
市
方
面
が
上
り
、
松
江
方
面
が
下
り
で
す
。 

（
３
０
１
）
列
車
は
６
時
１
３
分
に
電
鉄
出
雲
市
を

出
発
、
松
江
し
ん
じ
湖
温
泉
に
向
か
い
ま
す
。
松
江

着
は
７
時
１
０
分
。
途
中
、
６
時
４
９
分
に
津
ノ
森

で
松
江
６
時
２
９
分
発
出
雲
市
行
き
の
（
３
０
０
）

列
車
と
す
れ
違
い
ま
す
。（
３
０
０
）
列
車
は
川
跡
で

出
雲
市
か
ら
来
た
（
３
０
３
）
列
車
と
す
れ
違
っ
て 

７
時
２
６
分
に
出
雲
市
に
着
き
ま
す
。
川
跡
駅
に
は

出
雲
市
か
ら
の
（
３
０
３
）
列
車
が
先
に
つ
い
て
待

っ
て
い
ま
す
。
居
な
が
ら
に
し
て
電
車
の
旅
を
楽
し

め
ま
す
。 

 

行
先
板
も
様
々
。
今
日
持
参
し
た
も
の
は
「
山
海

關
行
」
。
山
海
関
は
中
国
で
万
里
の
長
城
の
東
端
と
さ

れ
て
き
た
要
塞
で
す
が
、
中
国
東
北
部
に
満
州
国
が

建
国
さ
れ
て
い
た
こ
ろ
、
奉
天
（
現
：
瀋
陽
）
か
ら

南
下
す
る
こ
と
四
二
〇
㎞
、
満
州
国
国
有
鉄
道
の
終

着
駅
だ
っ
た
地
で
す
。 

 

さ
と
が
た
保
育
園
の
園
庭
に
は
本
物
の
一
畑
電
車

デ
ハ
一
形
３
と
６
号
が
二
両
が
あ
り
ま
す
。
深
夜
に

電
車
を
運
び
入
れ
、
ボ
コ
ボ
コ
状
態
に
な
っ
て
い
た

の
を
、
家
族
も
職
員
も
総
動
員
し
て
整
備
し
ま
し
た
。 

私
が
電
車
を
い
た
だ
い
た
の
は
、
鉄
道
マ
ニ
ア
の

究
極
は
本
物
を
手
に
入
れ
る
こ
と
、
子
供
の
世
界
に

は
本
物
を
置
き
た
か
っ
た
こ
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

も
、
車
内
で
地
域
の
諸
問
題
を
考
え
て
ほ
し
い
と
考

え
た
か
ら
で
す
。 

 

当
然
の
こ
と
な
が
ら
利
用
者
が
減
れ
ば
鉄
道
は
減

便
さ
れ
、
廃
止
に
な
る
の
で
す
。
駅
前
は
寂
れ
、
地

域
は
衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
鉄
道
を

利
用
し
て
観
光
客
が
来
る
よ
う
な
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
真
剣
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。 

 

ま
ち
づ
く
り
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
ぜ
ひ
と
も

必
要
で
し
ょ
う
。 

①
地
域
の
人
々
の
意
識
・
共
有
感
。
こ
の
町
が
好
き

で
、
よ
り
活
性
化
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
構
え
。 

②
ま
ず
資
源
の
発
掘
。
町
の
財
産
、
名
物
、
今
あ
る

も
の
に
さ
ら
に
磨
き
が
か
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
。 

③
町
の
美
化
・
環
境
。 

悪
臭
、
騒
音
、
町
並
み
に

違
和
感
の
な
い
建
物
、
色
合
い
、
清
潔
感
、
そ
こ
に

住
む
人
た
ち
の
笑
顔
。 

④
住
民
の
歓
迎
感
。 

町
の
人
々
が
旅
行
客
を
歓
ん

で
迎
え
い
れ
て
く
れ
る
か
。
よ
う
こ
そ
お
い
で
ま
し

た
と
い
う
「
お
も
て
な
し
」
の
心
。 

⑤
ト
ラ
ベ
ラ
ー
の
期
待
感
・
憧
れ
感
。 

 

「
食
う
・
寝
る
・
遊
び
」
に
つ
い
て
満
足
で
き
る

か
ど
う
か
。
こ
こ
へ
来
れ
ば
き
っ
と
何
か
が
あ
る
。

時
間
を
忘
れ
ら
れ
る
か
。
ロ
マ
ン
が
あ
る
か
。
こ
こ

は
素
敵
な
町
だ
と
思
う
感
動
。
再
度
来
て
み
た
い
と

思
う
気
持
ち
が
湧
く
か
。
そ
の
た
め
に
は
一
日
で
は

見
尽
く
せ
な
い
量
と
質
が
必
要
。
世
代
を
絞
っ
た
コ

ー
ナ
ー
（
若
者
向
け
、
中
年
向
け
、
中
高
年
向
け
）

が
あ
る
か
ど
う
か
。 

⑥
伝
承
で
き
る
か
。
地
元
の
次
世
代
の
人
々
も
思
い

を
共
有
し
て
く
れ
る
か
。
時
代
に
合
わ
せ
て
マ
イ
ナ

ー
チ
ェ
ン
ジ
（
小
さ
な
手
直
し
、
部
分
的
な
モ
デ
ル

チ
ェ
ン
ジ
）
が
出
来
る
か
。 

 

鉄
道
関
係
で
い
え
ば
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
は
魅
力
的
な
も

の
で
イ
ベ
ン
ト
会
場
は
い
つ
も
長
蛇
の
列
が
で
き
ま

す
。
遥
堪
駅
だ
っ
て
面
白
い
駅
名
で
す
。
駅
名
だ
っ

て
人
寄
せ
の
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。  

（
文
責 

引
野
律
子<

高
校
二
十
期>

） 


